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商店街 を拠点 とした健康で安全安心な街づ くりの実践
一 「健康 をサポー トする商店街」 を目指 した古川町商店街振興組合 との協働
星 野 明子*,桂 敏 樹*,山 本 昌恵**,辻 本 晶 子***
1.は じ め に
東 山区は高齢者人 口割合が28.9%と京都市の21.8%
を上 回 り,最 も高齢者が住 む割合が多い地域である。
また,独r;世 帯,高 齢者 のみ世帯 も多いD。 著 名な寺
祉 の多い東 山区には多 くの商店街が存在 し,観 光型 と
生活密着型 の2つ の タイプに分かれ る。我々が 「す こ
やかサ ロ ン(以 下,サ ロ ンとす る)」を開設 した古 川
町商店街 は,生 活密着型 の商店街 として,「東 の錦」
と呼 ばれ古 くか ら周辺地域の 人々に親 しまれている。
我 々は,サ ロ ンを商店街空 き店舗 に2005年9月よ り
開設 し(週3回),小 地域 におけ る中高年の生活 習慣
病予 防お よび介護予防の ための支援 システム について
検討 してい る2)。サ ロンの開設の際 には商店街振興 組
合 の理事 会で了承 を得 た経緯があ り,そ の後,商 店街
と 「古 川町商店街健康講座」の開講 な どで協働 して き
た。
本報告 では,2006年7月一2007年3月に商店街振興
組合 と協働 した 「健康 をサ ポー トす る商店街事業(以
下,健 康サ ポー ト事業 とす る)」について報告す る。
且.活 動 内 容
我 々は,サ ロ ンの活動 を通 して関係 を作 っていた商
店街振興組合 より,2006年度の商店街の活性化 を目指
した府 の補助事業 の活動 を実施す るにあた り助言 を求
め られた。商店街 の若手理事 らを中心 に 「健康サポー
ト委員 会(以 下,委 員会 とす る)」が組織 され,我 々
もメンバ ーの一員 として加 わった。健康 をサポー トす
る商店街 の活動 につ いて述べ る。
1.健 康 をサポー トする商店街
2006年7月に振興紐合理事会の了解 を経て,京 都府
*京 都 大 学 大 学 院医 学 研 究 科 人 間 健 康 科 学 系 専 攻 予 防 看 護
学 分野
〒606-8507京都 市 左 京 区聖 護 院 川 原 町J3
HumanHealthSciences,GraduateSchoolofMedicine,
KyotoUnivcrsiry
**京 都 大 学 医学 部 保 健 学 科 非 常 勤 講 師
〒606-8507京都II左京 区聖 護 院 川 原 町53
HealthSciences,FacultyofMediciuc,KyoCOUniversity
***神戸 大 学 発 達 科 学 部
〒657-8501神戸 市 灘 区六 甲台 町1-l
KobeUniversity
受 稿 口2007年ll月19口
の商店街活性化 をN的 とした補助事業 を具体化す るた
め に若手 の商店主 を中心 とした委.員会が組織 された。
研究者 らは委員会へ の メンバ ー としての参加 を依頼 さ
れ,「健康 ・安 全 ・安心」 をキー ワー ドに した活動 展
開 について提案 した。 その後,数 回の打 ち合わせ を経
て,「健康 ・安全 ・安心」 が活動 方針 として採択 され,
① エ コ買い物袋 の作成,② 健康サ ポー ト商品 プレー ト
の作成 が決定 した。
委員会 は 「健康サ ポー ト事業」の活動方針 と具体的
な活動 について,「商 店街店主 に向けた説明会 を実施
して協 力 を呼 びかけた。 また,顧 客 に対 しては,「健
康 をサ ポー トす る商店街」 とい うB4大 の手作 りの広
報 板 を商店 街 アーケー ド内 に掲 示す るこ ととなった
(図1)。広報板 の挿絵の アイデアや,高 齢者の顧客が
多 い ことを配慮 した低 い位置への掲示 な どの工夫 につ
いて会議 を重 ねた。
2.エ コ買い物袋の作成
エ コ買い物袋 の作成 につい て委.員会 による検討 を重
ねてい った。 デザ イ ンには 「健康 をサポー トす る商店
街」 と して の メッセージ を盛 り込 む こ とになった。
メッセージ原案 は我 々が提案 し,理 事の一人がデザ イ
ンを担 当 した。 メ ッセージには,片 面 に 「Welcometo
hcaLthyGoing"Furukawacho"ShoppingAvc.,Wehave
healthylifestyles,SaCeryandhealthpromotion」とし,
もう一方 の面 には商店街の地図 を掲載 した(図2)。
また,買 い物袋 のマチの部分 には,健 康サポー ト商
品 につい て 「各 店舗 はお客様 や地域住 民 の健 康 をサ
ポー トす るため に,商 品 に関す る健康 ひとロ メモ を
ボー ドに示 し健康情報 を発信 してい ます」 と書 き込ん
でいる。 エ コ買 い物袋 は,12月と2月 に,各 店舗 よ り
顧客 に無料 で手渡 された。
3.健 康 サポー ト商品 プ レー トの作成
健康 サポー ト商 品は,商 店の ほ とん どが食品 を扱 っ
ている ことを考慮 し,9-3月 まで を3区 間 に分けた
3品 を選定 した。商店主 は店頭で扱 ってい る代表的な
商品 を選択 し,商 品につい ての健康 ひ と]メ モ に載せ
たい内容 も記入 して もらった。商品 プ レー トにつけ る
健康 ひと[メ モの内容 につい ては,最 終的 に研 究者 ら









































健康サ ポー ト商 品プ レー トの作成で は,商 店街のほ
とんどの店舗が参加 し(商 品 を選定 する)(商 品の推
薦理 由 と健康情報 を記述す る)こ とを3回 経験 してい
る。A果 物店 では,梨,柿,み か んを商品 として選定
し,商 品の健康 ひ とロメモの原稿 は同数 を重ね るごと
に栄養価 につ いての記述が詳 しくなってい った。他の
商店主 たち も,健 康サ ポー ト事業の体験 を とお して,
健康 ひと[メ モの内容が健康 を意識 した記載内容へ と
変化 していた。 また,顧 客 とのや りとりの なかで,商
店主た ちか らは,「プ レー トに書 いてある内容 をみて,
試 しに買ってい って くれ る人 もい る」や,「プ レー ト
に書 いてある"健 康 ひ とロメモ"を 来客者 との話題 に




















員会 によって企画 ・運営 され た。委員会では活発な意
見交換が み られ,手 作 り広報板の作成や掲示,エ コ.買
い物袋 のデザ インが実現 し,若 手 を中心 とした組織 の
活性化が 図 られている。
「健康 ・安 全 ・安心」 を活動 方針 に して,そ の過 程
で商店街 の商店主や委 員会若手理事 らが主体 とな った
活動 の展 開が み られた健康サ ポー ト事業は,商 店主や
委員会 の若手理事 たちに よる地域活性化 を自ら支配す
る力 を得 るためのsocial-actionプロセスであ り,商 店
街 の エ ンパ ワー メ ン トと考 え るこ とが で き よう。 ま
た,こ うした商店街の活動 は,今 後周辺住民へ と影響
してい くもの と思 われる。ヘ ルスプロモー シ ョンのた
めのパ ー トナー シップをすすめ るこ とによって,地 域
が力 を得 る ・エ ンパ ワー メ ン トされ る4)とあ る よ う
に,商 店街 のエ ンパ ワーメ ン トは,商 店街の店主 ・理
事会 ・若手 を中心 とした委員間のパー トナー シ ップが
形成 された ことに よる と考 え られ る。研 究者 らは 「事
業 展 開の立案(健 康 プ レー ト作成 な ど)」に委員 会 メ
ンバ ーの一員 として専 門的立場か ら健康サポー ト事業
に協力 して きた。商店主 たち と研究者 らのパー トナー
シップの進展が商店街 のエ ンパ ワーメ ン トを さらに促
した もの と考 える。
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